
【就農までの経緯】

【千歳市で就農した理由】

新規就農者紹介
石狩地区

千歳市の農業再生特区で初めての認定農業者となりました。
就農当初は25aから営農を始め、３年目に近隣の離農する

農家から6haの農地を借りて生産を拡大させています。（借地
５年経過後に購入予定。）
化学肥料や農薬を使用せず、牛糞や鶏糞及びミネラルが多

い海洋性の液肥を使用しています。鶏糞は近隣の養鶏業者か
ら安値で分けてもらい、優れた肥料になっています。

夫婦で北海道旅行をした際に食べたアスパラやかぼちゃの味
に感動し、食べることの楽しさを広めたいと強く思ったことが就農
のきっかけとなりました。
絵美氏が北海道での就農を目指して準備を始める一方で、

雅樹氏は公認会計士として就業する傍ら、絵美氏の就農をサ
ポートしていきたいという思いを持ち、自身は兼業という形の営
農モデルで就農を目指しました。
その後、お二人は東京にて農業スクールに通い、理論や実践を

学んだ後に千歳市にて就農しました。

日本で唯一の農業再生特区*を設置していたことや、環境省の
名水百選に選定されたナイベツ川湧水の良質な水で作物を育て
られることに魅力を感じたため。

*農地取得に係る下限面積要件の緩和等

とくながファーム(千歳市)
        徳永 絵美さん（野菜ソムリエプロ等資格多数取得）
徳永 雅樹さん（公認会計士、税理士）

就農年：202０年５月

作物：かぼちゃ、ミニトマト、アスパラ、
イチゴ、ビーツ、ホワイトコーン、
サツマイモ、豆類

「とくながファーム」Instagram はこちら→

2025年６月取材

【就農後の営農について①】

【アスパラの苗と、苗を植え付けるほ場】

【アスパラ畑】

今後も収益の柱としてアスパラを増産するとのことで、新たに植え付ける
ほ場です。苗もハウスで育苗中です。
アスパラ畑の緑色の植物は全て雑草です。徳永ご夫妻は「写真を撮られ

るのであれば、綺麗にしておくのだった…」と仰っていましたが、化学農薬を
使用していないので、少し気を許すと瞬く間にこの状態になるようで、除草の
大変さが分かります。



トラクターの一部は、中古品を購入して使用しています。
メンテナンスには専門の知識が必要とされますが、自身で対応で
きない部分を地域の方から助けていただくこともあります。

農作業は、記憶より記録に重きを置いて、経験値に頼るのでは
なく、様々なデータを記録・解析し、営農に役立てており、より良い
生産ができるよう日々試行錯誤を繰り返しています。
収穫した作物は、ネット販売や道の駅、苫小牧及び室蘭にある

スーパーにて販売しています。
農作業は１２月上旬まで行い、翌年３月から苗づくりをしていま

す。冬季の過ごし方として、絵美氏は翌年の営農準備や豆の選
別などの細かい作業を行い、雅樹氏は公認会計士としての仕事
に専念しています。

【就農後の営農について②】

【就農した駒里地区について】 

【苦労していること】

農業は自然相手なので、暑熱対策などに苦労しています。ま
た、作物は化学肥料や農薬を使用せずに生産しているため、雑
草の処理に手間がかかっています。

近隣では、平均10aの農地で小規模に作物を栽培している方
が多く、繁忙期には自身の農作業との兼ね合いをみてパートに来
てくれるなど、地域の方々に協力してもらっています。
新千歳空港が近く、航空会社から荷物の積載状況がリアルタ

イムで提供されることから、空きスペースがある際には、ホワイト
コーンなどを当日便の割引運賃で本州へ出荷することができ、輸
送費を抑えることができています。

【今後の展望】
兼業のモデルケースを作っていきたいと思っています。
黒字化までもう一息なので（２０２5年6月現在）、アスパラ、

スイートコーン、かぼちゃなどの高収益作物を柱に生産してい
きたいです。
生産した作物に付加価値を付け、価格をコントロールできる

売り方をしていきたいです。
AIの導入も今後検討していきたいです。

【就農を目指している方へのアドバイス】

農業は、自分で育てた感動やお客さんの喜ぶ顔からやりが
いを感じることができます！また、夢中になることができ、心の豊
かさを得ることができる仕事です！
農業には魅力がたくさんあります！

【徳永ご夫妻にほ場を案内していただきました】

【トラクター】

トラクターは３台所有し、水色のトラクターは外国製でオークションで入手
しました。面積拡大に伴い、手作業のみでの除草は難しく、乗用草刈り機を
使用しています。格納庫は自己資金で建てています。

【草刈り機】

６haの農地は、飛び地なく集約されており、しかも均平で作業効率は
よさそうです。周辺は一部林地に囲まれていますが、それでも風が強い
のが難点のようです。
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